
①事業の内容や成果の発信について、YouTubeなどこれまでと違う広報の
仕⽅を活⽤し、地域の⽅に事業に対する幸福感・満⾜感を実感して頂け
るよう努⼒すること。

③事業が進捗しコストが明確になってくると、それに対応する便益やソフ
ト対策が課題となることがあるため、それらの動向にも注意を払いなが
ら事業を推進すること。

②本体改造⼯事が完了したことから、今後の⻑期的堆砂対策についてコス
ト縮減、スピード感を意識するとともに、バックキャスティング等の新
しい観点にも配慮し、事業⼯程を明確にし、事業を遂⾏すること。

【第１4回委員会(令和3年度)の審議結果】

第14回委員会における審議結果は下記の通り。
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